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生徒たちの活躍がすばらしかった！第４３回体育大会 
台風１４号の影響で延期となった第４３回体育大会が、22 日に清々しい天候のもと、予定どおりに実施で

きました。コロナ禍で３年生の保護者のみの参観とさせていただき、大変ご迷惑をおかけしましたが、今回は

PTA のご協力により当日の様子をライブ配信することができました。 

生徒の皆さんは、限られた練習時間でしたが、日々、目標を設定して練習に臨みました。本番では競技や演

技、そして係活動等において真剣に取り組み、とても素晴らしい活躍を見せてくれました。 

来年度はコロナも収束し、プログラムや来校者の制限がなく、全校生徒の活躍をより多くの方々に披露でき

ることを願っています。 

 魚見台 

校訓：「英知」「情操」「健康」 

「地域が育むかごしまの教育」県民週間に係る授業参観週間について 
 

本県では 11/1 から 11/7 までを「地域が育むか

ごしまの教育」県民週間として、保護者をはじめ広く

地域の方々等に学校への関心を高めてもらおうと、

この期間を中心に学校を開放し、授業や学校行事を

参観していただく期間としています。 

本校でも毎年、文化祭から約１週間をこの期間と

して、来校の機会を設けております。コロナ禍ではあ

りますが、本年度も実施を予定しておりますので、多

くの保護者に皆さまに来校いただきたいと考えてい

ます。 

詳細については後日文書で案内いたします。 

【10 月の主な行事予定】 

４日（火） 芸術鑑賞会 

５日（水） リフレッシュディ（午後５時半から電話自動応答となります。） 

６日（木） 生徒会立会演説会 

８日（土） 土曜授業（午後 1時から電話自動応答となります。）、英語検定 

10 日（月） スポーツの日 

12 日（水） 中間テスト（３年実力テスト）（～13日） 

13 日（木） PTA 研修視察（鹿児島南高校、鹿児島情報高校） 

17 日（月） 読書祭り（～11/7） 

21 日（金） 生徒会専門部会、漢字検定 

28 日（金） 文化祭、授業参観週間（～11/4） 

31 日（月） ３年ストレスマネージメント 

   

   



 

全国学力・学習状況調査の結果について 
 

５月に３年生を対象に行われた「全国学力・学習状況調査」の結果について、お知らせいたします。 

 
（国語〉 
 すべての領域において、全国・鹿児島県の平均正答率を上回ることができました。知識及び技能の平均正
答率が比較的高かったのに対して、思考力，判断力，表現力が問われる出題の正答率が低い結果でした。 

また、知識および技能の分野では我が国の言語文化に関する事項は正答率が低いかったことから、行書の
特徴を踏まえた書き方等について今後取り組んでまいります。 
（数学） 
 本校の平均正答率は全国に比べとは 4.4％下回る結果であったことから、正答率が低い領域を中心に、授
業導入時に類似問題を復習テストとして計画的に実施し、解説等においては教員どうしで情報を共有した上
で、丁寧な説明を実践してまいります。 
 また、デジタル教材などを使い、図形の説明の視覚化を図ることや、デジタルドリル「ナビマ」等の効果
的な活用を検討するなど、積極的に ICT 危機を活用した授業を展開してまいります。 
（理科） 
 本校の平均正答率は全国平均とほぼ同じ結果であるが、生物分野に関しては、全国平均を下回っているこ
とから、特に正答率の低かった出題を中心に、実験中にその目的をたえず問いかけていくことなど、結果に
対しての考察についての深みを授業の中で追求してまいります。また、生徒が苦手や誤解すると予想される
分野については、より丁寧な説明と問題演習を通して正しい知識を身につけるよう指導してまいります。 
 今後はコロナ禍ではありますが、実験室での目的をもった探求活動と考察を重視した授業実践を充実して
いきたいと思います。 
 
（全体的に） 
 生徒質問紙の結果から、本校の生徒は規範意識が高く、チャレンジ精神が旺盛で、また、他への貢献意欲
が高い結果が見られた一方、将来の夢や目標が漠然としていること、自分と違う意見を考察することに消極
的なこと、そして計画的に学習に取り組むことが苦手なことが課題として見られました。学校では生徒のよ
さを最大限に生かしながら、課題点を補うことができる指導や声掛けを実践してまいりますので、各ご家庭
でも見届けや助言をよろしくお願いします。 

 

 

← 本校 WEB 

サイトはこちら 

本校・市・全国の平均正答率の比較 

 〈全国平均正答率を１００とする棒グラフ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読書祭りについて 

限られた時間とお金の中で、一番効率よ

く知識や見聞を広げることができるのが

読書であると私は思います。本というもの

は、どのようなジャンルのものであれ、作

者や筆者がこれまで何年・年十年もの間に

わたって培ってきた努力や研究成果の集

大成として、コンパクトに、しかも分かり

易く、そして比較的安価にまとめられたも

のです。また、本を読めば読むほど知識や

見識を広げるだけではなく、心も豊かにし

てくれます。そんな意味では、本を読まな

いことは実はもったいないことなのかも

しれません。 

本校では 10 月 17 日から 11 月 7 日ま

で「読書祭り」が開催されます。図書館に

は約 15000 冊もの本がありますので、こ

れを機に、生徒の皆さんには、できるだけ

多くの本と出会ってほしいと思います。 

（佐藤） 


